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表 2.2-1 に示した大浦湾側の土質調査の基本的な考え方に基づき実施したボーリング、ＣＰＴ、音波探査の結果を基に推定した、大浦湾側護岸法線位置における地層縦断図を図 2.2-2 に示す。 

同図においては、護岸法線、海底地形を基に設定した調査エリアを示している。以降、調査エリア毎に土質調査の概要を示す。 

 

 
 

 

図 2.2-2 大浦湾側護岸法線位置における地層縦断図 

土質記号の命名規則

記号 単語(英) 単語(和)

A Alluvium 沖積層

D Diluvium 洪積層

E Eocene 始新世

b beach 海浜

co coral サンゴ

vf valley-filled ⾕埋め

ts top-soil 表⼟

R Ryukyu limestone 琉球⽯灰岩相当

K Kunigami Gravel bed 国頭礫層相当

KK Kunigami group, Kayo formations 国頭層群嘉陽層

g gravel 礫

s sand 砂

c clay 粘⼟
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※この命名規則に従い命名された Avf-c 層となる層については、その
下部で特徴が異なる層が連続的に確認されたことから、Avf-c2 層として
細分することとした。地層の特徴や工学的性質については後述する。 

地質層序

地層名 土質 土質記号

礫質土 Aco-g

粘性土 Aco-c

砂質土 Aco-s

第1砂質土 Avf-s

第1粘性土 Avf-c

第2粘性土 Avf-c2

礫質土 Ag
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